
安全・安心なインフラの整備推進事業 
土木部道路企画課 

電話:457-2375 

 

 

予算款 
基本計画 

分野別計画 
補正額 

財源内訳 

国・県 市債 その他 一般財源 

土木費 
安全・安心・ 

快適 
620,000 0 246,500 0 373,500 

※関連課 土木部道路保全課（電話:457-2425）、土木部河川課（電話:457-2451） 

 

目
的 

道路・河川の老朽化対策、適正な維持管理、近年頻発化する自然災害への対策や、道路

ネットワークの整備を実施することにより、防災・減災・国土強靱化を強力に推進する

とともに、市民の安全・安心・快適な生活基盤づくりを進める。 

背
景 

・令和 8年熊本地震や近年の豪雨災害を受け、国土強靱化に資する災害に強い道路ネッ

トワーク機能の強化、浸水被害防止のための対策の推進や河川等の適切な維持管理を

実施する必要がある。 

・前年同時期に対し、本市の交通事故による死亡者数が増加したことを受け、減少に向

けた取り組みを推進する必要がある。 

事
業
内
容 

災害に強い道路ネットワーク機能の強化、豪雨による浸水被害対策や、交通事故死亡者

数減少に向けた対策を推進する。 

 

１ 防災・減災 408,000 千円 

（１）総合雨水対策計画の推進 213,000 千円 

・アンダーパスへの冠水センサー設置   

   都市部のアンダーパス（19箇所）への設置費用 

・細江町気賀油田地区の浸水対策基本設計委託  

   浸水被害地区の改良工事にかかる基本設計 

・河川・排水路の河床掘削等維持管理 

旧二俣川、大堀川の河床掘削 

・排水機能対策 

 雨水浸透ますの設置、冠水箇所の舗装修繕 

（２）災害に強い道路ネットワーク機能の強化 195,000 千円 

   ・国県道の整備（山間部における国道の道路拡幅） 

・災害時迂回路機能強化（舗装修繕の維持管理等） 

・斜面対策（落石防護柵の維持管理等） 

・排水機能対策（側溝の維持管理等） 

 

２ 交通安全  212,000 千円 

交通事故死亡者数減少に向けた取り組み 

  ・ゾーン 30プラスの拡大 

  ・交通死亡事故の類似箇所対策 

  ・自転車通行空間整備 

  ・歩行空間確保（歩道設置、側溝蓋掛け） 

  ・幹線道路事故危険箇所対策（交差点渋滞緩和） 

 

(単位：千円) 

ゾーン 30プラス 



組立式仮設トイレの購入 
危機管理監危機管理課 

電話:457-2537 

 

 

予算款 
基本計画 

分野別計画 
補正額 

財源内訳 

国・県 市債 その他 一般財源 

消防費 
安全・安心・ 

快適 
100,815 40,000 0 0 60,815 

※防災施設・資機材整備事業の一部 

※繰越明許費 

 

目
的 

災害時には避難所において必要なトイレの数を確保する必要があることから、組立式

仮設トイレを確保することで、被災地及び本市のトイレ環境を整える。 

背
景 

・令和 8年度国当初予算において、広域的な応援・受援体制の強化と被災者支援体制

の整備を支援するため、防災力強化総合交付金（広域連携推進事業）が創設された。 

・トイレの整備について、災害発生長期（約 1週間後）のスフィア基準に準じた必要

数 20 人に 1 基の達成に向け、整備を進めている。 

事
業
内
容 

組立式仮設トイレを購入する。 

 

１ 購入台数 235 台 

・性能：洋式、ユニバーサルデザイン、ポンプ式簡易水洗、重量約 52kg、 

便槽 255L、アルミ製 

 

２ 配 備 先 指定避難所及び広域防災倉庫 

 

３ 備 考 大人 2人が 20 分で組立可能 

5,500 回以上連続使用可能 

＜組立式仮設トイレのイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：避難所におけるトイレの確保・管理ガイドライン（内閣府） 

 

(単位：千円) 



津波避難タワー日除け対策事業 
危機管理監危機管理課 

電話:457-2537 

 

 

予算款 
基本計画 

分野別計画 

補正額及び
債務負担 
行為限度額 

財源内訳 

国・県 市債 その他 一般財源 

消防費 
安全・安心・ 

快適 
167,937 0 167,900 0 37 

※津波対策整備事業 

※債務負担行為 事項：津波避難タワー日除け対策事業費 

期間：令和 9年度まで 限度額：102,016 千円 

 

目
的 

津波避難タワー9基に日除けを設置し、避難者の熱中症対策を図る。 

背
景 

・令和 7 年 7月カムチャツカ半島付近を震源とする地震発生の際、本市沿岸部を含む

地域に対し津波警報が発表され、避難対象地域に避難指示を発令した。 

・開設した緊急避難場所では、津波警報解除まで 9時間程度を要し、避難が夏場の気

温の高い昼間であったため、避難者の熱中症が懸念された。 

事
業
内
容 

津波避難タワー9基に日除けを設置する。 

 

１ 事業内容 

津波避難タワーの避難場所にルーバーの日除けを設置 

 

２ 対象施設数 

9 基（避難面積：150 ㎡＝6基、100 ㎡＝3基） 

 

３ 事業費 167,937 千円（債務負担行為含む） 

工事請負費 164,802 千円 工事監理費 3,135 千円 

 

４ スケジュール 

令和 8年 12 月上旬：契約予定日 

令和 9年  6 月末頃：工事完了予定 

＜完成イメージ＞ 

津波避難タワー上部に構造物を設置 

 

 

 

 

 

屋根部分  

 

 

 

 

 

壁部分 

 

(単位：千円) 

設置する構造物 

津波避難タワー 



＜防災井戸プレート＞ ＜防災井戸のイメージ＞ 

出典：江戸川区 

指定避難所等への防災井戸設置事業 
危機管理監危機管理課 

電話:457-2537 

 

 

予算款 
基本計画 

分野別計画 
補正額 

財源内訳 

国・県 市債 その他 一般財源 

消防費 
安全・安心・ 

快適 
44,000 1,000 42,000 0 1,000 

※防災施設・資機材整備事業の一部、自主防災組織支援事業の合計 

 

目
的 

地震等の大規模災害時には、断水の発生が予想されることから、地域の拠点となる指

定避難所に防災井戸を設置し、生活用水の確保を図る。 

背
景 

令和 8年熊本地震において、断水により洗濯やトイレ、清掃等に使用する生活用水の

確保が課題となった。 

事
業
内
容 

１ 指定避難所への防災井戸設置 

（１）事業内容 

近くに水源がない指定避難所 136 箇所に防災井戸を設置 

（２）整備計画 

 令和 8年度は地域性及び想定避難者数を踏まえ、中学校区単位でバランスを考

慮して順次設置 

（３）補正額 42,000 千円 

10 箇所 

・井戸掘削及び設置費：4,000 千円/箇所 

・工事監理費    ： 200 千円/箇所 

 

２ 自主防災隊への防災井戸設置の補助 

（１）事業内容 

   災害時に地域住民が利用する防災井戸を設置する自主防災隊に対する補助 

・補助対象経費：ボーリング工事費、取水管工事費、ポンプ購入費(電動・手動） 

・補 助 率：1/2、上限額：500 千円 

・交付条件：防災井戸としての登録 

・申請見込：4隊（500千円×4隊） 

（２）補正額 2,000 千円 

 
 

 

(単位：千円) 



アクトシティ浜松施設整備事業 
市民部創造都市・文化振興課 

電話:457-2417 

 

 

予算款 
基本計画 

分野別計画 

補正額及び
債務負担 
行為限度額 

財源内訳 

国・県 市債 その他 一般財源 

総務費 文化・スポーツ 19,049,641 0 17,046,300 0 2,003,341 

※債務負担行為 事項：アクトシティ浜松Ａゾーン改修事業費 

期間：令和 11年度まで 限度額：変更前 12,373,013 千円 変更後 16,745,141 千円 

※債務負担行為 事項：アクトシティ浜松Ａゾーン改修事業費（令和 8年度追加分） 

期間：令和 11年度まで 限度額：2,140,875 千円 

 

目
的 

老朽化した設備等の更新を進め、利用環境の向上を図る。 

背
景 

・令和 7 年度から令和 11 年度にかけて、修繕計画に基づく休館を伴う改修工事を実施

している。 

・令和 8 年度のアクトシティ浜松Ａゾーン関連工事の入札が不落となったことを踏ま

え、事業計画の変更が必要である。 

事
業
内
容 

１ 事業費の追加 -千円（債務変更＋4,372,128 千円、変更後 16,745,141 千円） 

建設資材の価格高騰や建設労務単価の継続的な上昇に対応するため、入札が不落と 

なった工事について、債務負担行為限度額を変更 

 

２ 事業計画の前倒し 163,625 千円（債務 2,140,875 千円） 

  昇降機設備等機器の調達に時間を要するものに早期に着手するため、事業費を追加

するとともに、債務負担行為を設定 

＜アクトシティ浜松Ａゾーンの主な施設＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：千円) 

大ホール 中ホール 



国際園芸博覧会出展事業 
産業部観光・シティプロモーション課  

電話:457-2293 

 

 

予算款 
基本計画 

分野別計画 
補正額 

財源内訳 

国・県 市債 その他 一般財源 

商工費 産業経済 10,000 0 0 0 10,000 

 

 

目
的 

国際園芸博覧会（ＧＲＥＥＮ×ＥＸＰＯ  2027）で催事出展を行い、本市の認知度向

上や観光誘客を図る。 

背
景 

・国際園芸博覧会は、平成 16 年の浜名湖花博に続いて国内 4 度目の開催。横浜市で

令和 9年 3 月から 9 月まで開催され、70 の国、国際機関が出展、1,500 万人の参加

者を見込む。 

・本市の催事実施日が令和 9年 3月 22 日に決定した。 

事
業
内
容 

１ 出展区分 催事出展（1日間） 

 

２ 出展日  令和 9年 3月 22 日（月・祝） 

  

３ 会場   催事場（客席約 300 席） 

 

４ 出展内容 市長と浜松市やらまいか大使等によるトークセッション 

観光 PR・特産品販売 等 

 

５ 事業費  10,000 千円 

＜会場図（浜松市の出展内容）＞ 

 

 

(単位：千円) 

メインゲート 

＜屋内出展＞農業振興課 

期間中 9日間×4回 

ガーベラ、クルクマ等の展示 

＜催事場＞観光 CP 課 

トークセッション、 

観光 PR・特産品販売 等 

＜屋外花壇出展＞緑政課 

山光水色をデザインテーマ

に、本市の豊かな自然や文化

の多様さを表現 



物価高への対応 
学校教育部教育施設課 

電話:457-2403 

 

 

予算款 
基本計画 

分野別計画 
補正額 

財源内訳 

国・県 市債 その他 一般財源 

総務費 
民生費 
衛生費 
教育費 

こども･教育等 212,613 6,666 96,300 0 109,647 

※関連課 市民部市民生活課（電話:457-2026）、市民部スポーツ振興課（電話:457-2421）、 

     健康福祉部障害者政策課（電話:457-2034）、健康福祉部高齢者福祉課（電話:457-2886） 

 

目
的 

物価水準の上昇や中東情勢に伴う燃料費の高騰に対応した事業費を措置し、適切な価

格転嫁等を図ることで、安定的にサービスを提供する。 

背
景 

・PFI 事業において規定されている物価スライド条項に基づき、事業者から事業費変

更の協議について申し込みがあった。 

・国は、老人保護措置費に係る支弁額等の改定について通知を発出した。 

・中東情勢に伴い、市営斎場における燃料費が増加している。 

事
業
内
容 

１ 物価スライド条項の適用（PFI 事業） 137,607 千円 

・普通教室空調設備維持管理事業及び特別教室空調設備整備事業   127,078 千円 

・古橋廣之進記念浜松市総合水泳場（ToBio）施設維持管理事業    10,529 千円 

 

２ 単価等の改定 49,577 千円 

 ・老人保護措置費に係る支弁額等の改定 39,577 千円 

  介護従事者に対する賃上げ支援等 

 ・障害者施設整備費助成事業      10,000 千円 

  資材費等の動向を踏まえた補助基準単価の増額 

 

３ 燃料費の追加 25,429 千円 

  市営斎場における燃料費の追加 

 

 

 

＜物価スライド条項の適用＞          ＜市営斎場における燃料費の追加＞ 

 

(単位：千円) 

  

古橋廣之進記念浜松市総合水泳場（ToBiO） 浜北斎場 



四ツ池公園運動施設再整備事業 
市民部スポーツ振興課 

電話:457-2421 

 

 

予算款 
基本計画 

分野別計画 

債務負担 

行為限度額 

財源内訳 

国・県 市債 その他 一般財源 

総務費 文化・スポーツ 73,700 0 0 0 73,700 

※事項：四ツ池公園運動施設再整備基本計画策定業務委託費 期間：令和 9年度まで  

 

目
的 

浜松球場を残した状態で、市内唯一の陸上競技場を時勢に則した施設にリニューアル

するとともに、サブトラックや駐車場の整備により利用環境の向上を図る。 

背
景 

・令和 8 年 2月の静岡県議会において、遠州灘海浜公園篠原地区野球場整備における

民間投資の可能性にかかる検討期限が令和 10 年度末までと示されるなど、結論が

出ない状況が続いている。 

・年間 20 万人以上の利用がある陸上競技場の整備に着手できない状況は、本市の  

スポーツ振興に支障をきたすことから、令和 8 年 6 月 17 日の市大型公共施設建設

特別委員会に、陸上競技場の整備を先行して実施していくことを提案した。 

事
業
内
容 

１ 基本計画策定業務 

・野球場及び陸上競技場利用団体等からの聞き取り調査 

・第 2種公認陸上競技場のリニューアル改修内容の整理 

・サブトラックの規格や配置、利用者導線、駐車場の必要台数・増設検討 など 
  
２ 今後のスケジュール 

・令和 8～9年度    基本計画策定 

・令和 10年度以降 基本設計・実施設計 

・令和 13年度以降 第 2球場等解体、サブトラック新設及び駐車場整備、 

陸上競技場リニューアル改修（令和 17 年度完了予定） 

＜工事計画（案）＞ 

  

 

(単位：千円) 

② 

③ 

① 

②陸上競技場は公共施設長寿命化 

指針に基づく大規模改修により 

利用環境を向上 

①第 2球場、公園管理事務所、 

自由広場を解体し、 

サブトラック及び駐車場を整備 

③浜松球場は残置とし 

当面の間既存利用 



小中学校体育館空調設備整備事業 
学校教育部教育施設課 

電話:457-2403 

 

 

予算款 
基本計画 

分野別計画 

債務負担 

行為限度額 

財源内訳 

国・県 市債 その他 一般財源 

教育費 こども・教育 61,028 0 15,500 0 45,528 

※事項：小中学校体育館空調設備整備アドバイザリー業務委託費 期間：令和 10 年度まで 

    限度額：45,485 千円 

事項：北星中学校外２校体育館空調設備整備設計業務委託費 期間：令和 9年度まで 

    限度額：15,543 千円 

 

目
的 

小中学校の体育館に空調設備を整備し、児童生徒の学習環境改善と災害時避難所機能の

向上を図る。 

背
景 

・本市では、体育館への空調設備整備までの緊急対応として、令和 7年 7月までに大型

スポットクーラーを市立小中学校及び高校に配備した。 

・民間活力導入の有効性や概算事業費、事業期間等を整理するため、令和 7年度に導入

可能性調査を実施した。 

事
業
内
容 

１ 小中学校体育館空調設備整備アドバイザリー業務 45,485 千円 

  市立小中学校 134 校※への空調設備整備に向け、専門的見地からの支援や助言を受

けるため、アドバイザリー業務を委託する。 

  ※市立小中学校全 145 校のうち、先行導入校等を除く全ての学校 

 ・主な業務内容 

  事業条件（事業方式、断熱にかかる工法及び費用対効果の精査、事業期間など）の

整理、実施方針作成、提案審査、契約協議等にかかる支援・助言 等 

２ 先行導入校の体育館空調設備整備（設計） 15,543 千円 

  体育館への空調設備整備を加速化するため、大規模面積の体育館にかかる設計を先

行実施する。 

 ・対象校 北星中、浜名中、清竜中 

  ※上記のほか、南部中、舞阪中、東部中の設計を実施中 

３ 事業スケジュール 

 ・令和 8年度   先行導入校の設計、アドバイザリー業務契約締結 

 ・令和 9～10 年度 先行導入校への空調設備整備、実施方針の策定、事業者選定等 

 ・令和 11～13 年度 体育館空調設備整備 

＜体育館空調イメージ＞ 

   

(単位：千円) 



市営墓園・墓地再整備計画策定事業 
市民部市民生活課 

電話:457-2026 

 

 

予算款 
基本計画 

分野別計画 

債務負担 

行為限度額 

財源内訳 

国・県 市債 その他 一般財源 

衛生費 環境・くらし 32,714 0 0 0 32,714 

※事項：市営墓園・墓地再整備計画策定業務委託費 期間：令和 9年度まで 
 

目
的 

今後見込まれる墓の不足と施設・設備の老朽化に対応すると共に、市民のニーズを踏ま

えた市営墓園・墓地の再整備を行う。 

背
景 

・大正～昭和期に整備した中沢墓園、三方原墓園は施設・設備の老朽化が進行してい 

る。 

・令和7年度に実施した市民及び利用者アンケートの結果や有識者会議の議論を踏ま

え、市民などのニーズが高い合葬墓の整備などについて検討を進めている。 

事
業
内
容 

市営墓園・墓地の再整備と老朽化対策の計画を策定する。 

 

１ 市民ニーズに合った利用者負担の小さい墓の整備 

（１）対象施設 三方原墓園、船明墓地 

（２）内  容 省スペース一般墓の配置・内容の検討 

樹木葬の雰囲気を取り入れた新合葬墓整備に向けた計画策定及び 

基本設計 

（３）想定スケジュール 

  ・令和8～9年度 再整備計画策定 

  ・令和10年度  実施設計 

  ・令和11年度  工事 

・令和12年度  新墓所供用開始 

  

２ 老朽化対策 

（１）対象施設 中沢墓園、三方原墓園 

（２）内  容 園路、トイレなどの老朽化対策の検討 

＜参考＞合葬墓のイメージ  

 

(単位：千円) 

樹林葬墓地（神戸市） 樹木型合葬埋蔵施設（東京都） 


